
第一部 【企業情報】 

第２ 【事業の状況】 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

(1) 経営成績の分析 

④ 国内生命保険事業（三井住友海上あいおい生命保険株式会社） 

ハ 保有契約年換算保険料 

 

訂正箇所は下線を付して表示しております。 

（訂正前） 

 

区分 

前事業年度 

(平成24年３月31日) 

当第２四半期会計期間 

(平成24年９月30日) 

金額 (百万円) 金額 (百万円) 
対前年度末 

増減(△)率(％) 

個人保険 256,438 264,052 3.0 

個人年金保険 39,562 40,573 2.6 

合計 296,000 304,625 2.9 

（注）１ 諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。 

２ 年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、１年あたりの保

険料に換算した金額（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）であります。 

 

個人保険・個人年金保険を合計した新契約高は、主に収入保障保険(払込期間中無解約返戻金型)の伸展により、

前年同期に比べ2,030億円増加し、１兆8,283億円となりました。一方、個人保険・個人年金保険を合計した解約

失効契約高は、前年同期に比べ28億円減少し、7,088億円となりました。これらの結果、個人保険・個人年金保

険を合計した保有契約高は、前事業年度末に比べ5.4％増加し、19兆385億円となりました。 

保有契約年換算保険料は、個人保険、個人年金保険ともに堅調に推移したことから、前事業年度末に比べ86億

円増加し、3,046億円となりました。 

 

（訂正後） 

 

区分 

前事業年度 

(平成24年３月31日) 

当第２四半期会計期間 

(平成24年９月30日) 

金額 (百万円) 金額 (百万円) 
対前年度末 

増減(△)率(％) 

個人保険 255,164 262,562 2.9 

個人年金保険 39,562 40,573 2.6 

合計 294,726 303,135 2.9 

（注）１ 諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。 

２ 年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、１年あたりの保

険料に換算した金額（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）であります。 

 

個人保険・個人年金保険を合計した新契約高は、主に収入保障保険(払込期間中無解約返戻金型)の伸展により、

前年同期に比べ2,030億円増加し、１兆8,283億円となりました。一方、個人保険・個人年金保険を合計した解約

失効契約高は、前年同期に比べ28億円減少し、7,088億円となりました。これらの結果、個人保険・個人年金保

険を合計した保有契約高は、前事業年度末に比べ5.4％増加し、19兆385億円となりました。 

保有契約年換算保険料は、個人保険、個人年金保険ともに堅調に推移したことから、前事業年度末に比べ84億

円増加し、3,031億円となりました。 


